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Ⅰ．法人の概要  

 1． 武田学園の教育  

 

 

 

第二次大戦後の混乱の時代にあって故武田ミキは、日本の再建のためには

「真実に徹した堅実なる女性」の育成こそが急務であると強く感じ、永年の女

子教育の経験を生かし、不動の信念と堅い決意をもって、昭和 23 年に本学園

を創立しました。 

日本女性の持つ伝統的な礼節・慈愛・勤勉という特性を高揚・伸長し、社会

風潮に流されることなく、正しく 強く 明るく 生きぬく女性を育成するこ

と、これが本学園の建学の精神です。  

 

 

 

一、真理を究め正義に生き勤労を愛する人になりましょう。 

一、責任感の強い逞しい実践力のある人になりましょう。 

一、謙虚で優雅な人になりましょう。 

 

 

 

学園は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、建学の精神及び

「心を育て 人を育てる」という建学の理念に則り、現代社会を支える学問の

基礎・基本となる教養と時代の変化・発展に対応できる専門的学問を教授研究

し、深い知識と高い識見と豊かな人間性を養い、もって社会の要請に応え得る

人間の育成を目的とします。  

  

 

 

学園は、その理念・目的を踏まえつつ、それぞれの専門的な立場から「正し

い判断力とたくましい実践力を身につけた」人材の養成を目指しています。 
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２．沿  革 

 

 

昭和23年 3月31日 広島県可部女子専門学校設立認可 

設立者武田ミキ校長となる。 

昭和23年 4月15日 広島県安佐郡亀山村四日市699番地（高宮中学校内）において同校開校 

昭和27年 7月15日 私立学校法第31条の規定に基づき学校法人武田学園設立認可 

昭和31年12月21日 広島県可部女子高等学校（全日制家政科）設置認可 

昭和32年 4月 8日 広島県可部女子高等学校 開校、武田ミキ校長就任 

昭和37年 1月20日 可部女子短期大学（被服科入学定員40人，収容走員80人）設置認可 武田

ミキ学長となる。 

昭和37年 3月31日 広島県可部女子専門学校廃校 

昭和37年 4月 1日 広島県安佐郡可部町大字中島1810番地において可部女子短期大学開学 

昭和39年 1月17日 可部女子短期大学に食物栄養科食物専攻，栄養専攻設置認可 

昭和39年 2月24日 可部女子短期大学食物栄養科に，「中学校教諭二級普通免許状（家庭）」授

与の資格を得させるための課程認定 

昭和39年 3月31日 可部女子短期大学食物栄養科栄養専攻を栄養士養成施設として指定され

る。 

昭和39年 4月 1日 可部女子短期大学食物栄養科開設 

昭和40年 1月25日 可部女子短期大学に国文科，英文科設置認可 

昭和40年 2月22日 可部女子短期大学国文科，英文科に，「中学校教諭二級普通免許状 国文

科に国語，英文科に外国語（英語）」授与の資格を得させるための課程認

定 

昭和40年 4月 1日 可部女子短期大学国文科，英文科開設 

昭和41年 1月25日 広島文教女子大学文学部（国文学科，英文学科）設置認可 武田ミキ学長

となる。 

昭和41年 4月 1日 広島文教女子大学文学部国文学科，英文学科に，「高等学校教諭二級普通

免許状，中学校教諭一級普通免許状 国文学科に国語，英文学科に外国語

（英語）」授与の資格を得させるための課程認定 

昭和41年 4月 1日 広島県安佐郡可部町大字上原1238番地において広島文教女子大学開学 

昭和41年 4月 1日 「可部女子短期大学」を「広島文教女子大学短期大学部」と校名変更 

昭和42年12月28日 短期大学部食物栄養科「栄養専攻」を「食物栄養専攻」と専攻名変更 

昭和44年 2月 8日 短期大学部食物栄養科食物専攻に，「中学校教諭二級普通免許状（保健）」

授与の資格を得させるための課程認定 

昭和45年 1月21日 短期大学部に幼児教育学科設置認可 

昭和45年 1月24日 短期大学部幼児教育学科を「保母」養成施設として指定される。 

昭和45年 2月13日 短期大学部幼児教育学科に，「幼稚園教諭二級普通免許状」授与の資格を

得させるための課程認定 

昭和45年 2月26日 短期大学部の「国文科」を「国文学科」に，「英文科」を「英文学科」に，

「被服科」を「服飾学科」に，「食物栄養科」を「食物栄養学科」に，学科

名変更認可 

昭和45年 4月 1日 短期大学部幼児教育学科開設 
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昭和46年 4月 1日 安佐郡可部町大字上原に広島文教女子大学附属幼稚園 開園 

昭和51年 3月29日 広島文教女子大学及び広島文教女子大学短期大学部の聴講生の課程に，教

員免許状授与の資格を得させるための課程認定（適用時期 昭和51年4月1

日） 

昭和53年 4月 1日 短期大学部服飾学科を「2級衣料管理士」養成大学として認定される（社

団法人日本衣料管理協会）。 

昭和56年 1月16日 文学部に初等教育学科設置認可 

昭和56年 2月10日 広島文教女子大学文学部初等教育学科に，「小学校教諭一級普通免許状」

授与の資格を得させるための課程認定（適用時期，昭和56年4月1日） 

昭和56年 4月 1日 文学部初等教育学科開設 

昭和58年11月19日 武田学園創立35周年記念式典挙行 

昭和60年 2月 9日 広島文教女子大学文学部国文学科に，「高等学校教諭二級普通免許状（書

道）」授与の資格を得させるための課程認定（適用時期 昭和60年4月1日） 

昭和60年 3月26日 大韓民国全州教育大学と広島文教女子大学間における研究及び教育の協

力について協定を結ぶ 

昭和61年 3月18日 広島文教女子大学大学院設置認可 

文学研究科国語学国文学専攻（修士課程） 

昭和61年 4月 1日 広島文教女子大学大学院文学研究科国語学国文学専攻開設 

昭和62年 3月18日 大学院文学研究科教育学専攻（修士課程）増設認可 

昭和62年 4月 1日 大学院文学研究科教育学専攻開設 

広島文教女子大学大学院文学研究科国語学国文学専攻に，「高等学校教諭

一級普通免許状（国語）」授与の資格を得させるための課程認定 

（適用時期 昭和62年4月1日） 

昭和63年 4月 1日 広島文教女子大学文学部初等教育学科に，小学校教諭一級普通免許状授与

の資格を得させるための聴講生の課程認定（適用時期 昭和63年4月1日） 

昭和63年 5月24日 中華人民共和国大連外国語学院と広島文教女子大学間における研究及び

教育の協力について協定を結ぶ。 

平成元年 2月14日 文学部初等教育学科に，幼稚園教諭一級普通免許状授与の資格を得させる

ための課程認定 

（適用時期 平成元年4月1日） 

平成元年 4月 1日 文学部に，社会教育主事課程設置 

平成元年 4月 1日 文学部に，学芸員課程設置 

平成元年 4月 1日 短期大学部「服飾学科」を「生活科学科」に名称を変更 

平成 2年 2月20日 大学院文学研究科教育学専攻に，「小学校教諭専修免許状及び幼稚園教諭

専修免許状」授与の資格を得させるための課程認定（適用時期 平成2年4

月1日） 

平成 2年 4月 1日 短期大学部食物栄養学科食物専攻学生募集停止 

平成 3年12月20日 短期大学部食物栄養学科「入学定員50人 収容定員100人」に変更認可 

（変更時期 平成4年4月1日） 

平成 4年 4月 1日 食物栄養学科の専攻課程廃止 

平成 5年 3月19日 大学院文学研究科 英米文学専攻（修士課程）増設認可 

大学院文学研究科英米文学専攻に「中学校教諭専修免許状 外国語（英語），

高等学校教諭専修免許状 外国語（英語）」授与の資格を得させるための課

程認定（適用時期 平成5年4月1日） 

平成 5年 4月 1日 大学院文学研究科英米文学専攻開設 
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平成 6年 4月 1日 短期大学部幼児教育学科学生募集停止 

平成 7年12月22日 短期大学部専攻科栄養専攻（修業年限2年）の設置が文部省において受理さ

れる。 

平成 8年 1月29日 短期大学部専攻科栄養専攻は学位授与機構が定める要件（学位規則第6条第

1項）を満たす専攻科として認定される。 

平成 8年 4月 1日 短期大学部専攻科栄養専攻開設 

平成 8年 5月28日 短期大学部幼児教育学科を廃止 

平成11年 3月19日 文学部国文学科，英文学科に「高等学校教諭一種免許状 国文学科に『国

語』『書道』，英文学科に『英語』，中学校教諭一種免許状 国文学科に『国

語』，英文学科に『英語』」，初等教育学科に，「小学校教諭一種免許状 幼

稚園教諭一種免許状」授与の資格を得させるための課程認定（適用時期 平

成11年4月1日） 

平成11年 5月31日 4年制大学の充実を図るため「文学部国文学科，英文学科」及び「短期大学

部国文学科，英文学科」の学生募集を平成12年4月から停止して，新たに「人

間言語学科（入学定員120人，編入学定員10人），人間文化学科（入学定員

120人，編入学定員10人），人間福祉学科（入学定員100人，編入学定員20

人）」の新設を設置申請 

平成11年 7月28日 新学科設置申請認可 

人間言語学科 入学定員120人，編入学定員10人，収容定員500人 

人間文化学科 入学定員120人，編入学定員10人，収容定員500人 

人間福祉学科 入学定員100人，編入学定員20人，収容定員440人 

（開設時期 平成12年4月1日） 

平成11年 8月 5日 学部名の「文学部」を「人間科学部」に名称変更届出 

平成11年10月29日 学部名の「文学部」を「人間科学部」に名称変更届出受理（変更時期 平

成12年4月1日） 

平成11年12月24日 司書教諭講習科目の相当する授業科目開設について届出受理（開設時期 

平成12年4月1日） 

平成12年 2月29日 人間科学部人間言語学科に「高等学校教諭一種免許状，中学校教諭一種免

許状，国語コースに（国語），英語コースに（英語）」人間文化学科に「高

等学校教諭一種免許状（書道）」授与の資格を得させるための課程認定（適

用時期 平成12年4月1日） 

学部名「文学部」を「人間科学部」に名称を変更 

平成12年 4月 1日 既設の文学部国文学科，英文学科（2学科は平成12年4月学生募集停止）の

ほか，人間科学部に，人間言語学科（入学定員120名，編入学定員10名），

人間文化学科（入学定員120名，編入学定員10名），初等教育学科（入学定

員80名），人間福祉学科（入学定員100名，編入学定員20名）開設。 

短期大学部は，既設の国文学科，英文学科（2学科は平成12年4月学生募集

停止），生活科学科，食物栄養学科となる。 

平成12年12月21日 人間科学部人間福祉学科に「高等学校教諭一種免許状（福祉）」授与の資格

を得させるための課程認定（適用時期 平成13年4月1日） 

平成13年 5月29日 短期大学部英文学科を廃止 

平成14年 4月 1日 人間科学部に心理学科（入学定員70名，編入学定員10名），人間栄養学科（入

学定員70名）開設 

短期大学部生活科学科，食物栄養学科の学生募集を停止する。 

平成14年 5月 7日 大学院文学研究科教育学専攻臨床心理学コースに「臨床心理士」受験資格

に関する指定（第2種）を受ける（指定時期 平成15年4月1日，ただし協会

指定運用内規により平成14年4月1日から遡及適用）。 
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平成14年 5月29日 短期大学部国文学科を廃止 

平成15年 5月12日 短期大学部生活科学科を廃止 

平成16年 4月 1日 人間科学部人間文化学科の学生募集を停止 

人間言語学科（入学定員70名，編入学定員10名）に再編成 

短期大学部専攻科栄養専攻の学生募集を停止 

平成16年12月22日 文学部国文学科を廃止 

平成17年 3月29日 人間科学部人間栄養学科に「栄養教諭一種免許状」授与の資格を得させる

ための課程認定（適用時期 平成17年4月1日） 

平成17年 4月 1日 大学院文学研究科の名称を「人間科学研究科」と改称 

平成17年 5月16日 独立行政法人大学評価・学位授与機構へ短期大学部専攻科栄養専攻の廃止

届出 

平成17年 5月30日 短期大学部を廃止 

平成17年 7月 6日 人間科学研究科教育学専攻収容定員の変更に伴う学則変更届出 

平成18年4月1日国語学国文学専攻入学定員5名（収容定員10名），英米文学

専攻入学定員5名（収容定員10名）の学生募集を停止し，教育学専攻の入学

定員10名（収容定員20名），平成19年4月入学定員15名（収容定員30名）と

する。 

平成18年 3月31日 文学部英文学科を廃止 

平成20年 4月 1日 大学院人間科学研究科人間福祉学専攻を開設 

平成21年 4月 1日 人間科学部人間言語学科の学生募集停止 

平成22年 4月 1日 人間科学部グローバルコミュニケーション学科（入学定員70人，編入学定

員5人）を開設 

平成24年 4月17日 人間科学部初等教育学科及び人間福祉学科収容定員の変更に伴う学則変更

届出 

平成25年4月1日初等教育学科入学定員80名(収容定員320名)を入学定員100

名(収容定員400名)，人間福祉学科入学定員100名(収容定員440名(編入学40

名))を入学定員80名(収容定員360名(編入学40名))に変更 

平成27年 3月31日 人間科学部人間言語学科を廃止 

平成29年11月28日 人間科学部心理学科及び人間科学研究科教育学専攻臨床心理学コースに

「公認心理師」受験資格を得させるための科目変更届出（適用時期 平成30

年4月1日）  

平成30年10月 1日 人間科学部初等教育学科の学生募集を停止 

平成31年 3月31日 大学院人間科学研究科人間福祉学専攻を廃止 
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３．設置校及び所在地  

<大  学 > 広島文教女子大学（広島市安佐北区可部東 1-2-1） 

人間科学部（初等教育学科、人間福祉学科、心理学科、人間栄養学科、

グローバルコミュニケーション学科） 

 

<大 学 院 > 広島文教女子大学大学院（広島市安佐北区可部東 1-2-1） 

 

人間科学研究科（教育学専攻、人間福祉学専攻） 

 

<高等学校> 広島文教女子大学附属高等学校（広島市安佐北区可部東 1-2-3） 

全日制課程普通科 

 

<幼 稚 園 > 広島文教女子大学附属幼稚園（広島市安佐北区可部東 1-1-15） 

 

４．役員  

（平成 30 年 4 月 1 日現在、理事定数 11 名、現員 11 名、監事定数 2 名、現員 2 名） 

 

理事（理事長）       武田 義輝     理事（非常勤）  友廣 和典 

理事（学長）        森下 要治     理事（非常勤）  児玉 裕志 

理事（校長）        梶原 督三     理事（非常勤）  田中 豊實 

理事（園長）        粟屋 一枝     理事（非常勤）  大内 良治 

理事（学園統括部長）    金本  潔     理事（非常勤）  粟屋 充博 

理事（非常勤）       桑原 正彦     監事（非常勤）  久保田宏温 

監事（常勤）        大越 藤夫 
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５．学生数 

大学等における３年間の在籍状況は、次表のとおりです。 （各年度５月１日現在） 

 

６．教職員数  

（各年度５月１日現在） 

区 分 

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

専 任 

教 育 

職 員 

非常勤 

教 育 

職 員 

専 任 

事 務 

職 員 

専 任 

教 育 

職 員 

非常勤 

教 育 

職 員 

専 任 

事 務 

職 員 

専 任 

教 育 

職 員 

非常勤 

教 育 

職 員 

専 任 

事 務 

職 員 

広島文教女子大学 88 89 52 89 80 48 90 76 48 

附 属 高 等 学 校 38 16 6 39 14 6 41 8 5 

附 属 幼 稚 園 8 9 0 9 7 1 9 4 3 

計 134 114 58 137 101 55 140 88 56 

                     

区 分 

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

現員 
収容 

定員 
充足率 現員 

収容 

定員 
充足率 現員 

収容 

定員 
充足率 

広 島 文 教 女 子 大 学 1237 1,666 0.74 1135 1,666 0.68 1150 1,666 0.69 

大 学 院 15 36 0.42 11 36 0.31 8 36 0.22 

人 間 科 学 部 1222 1,630 0.75 1124 1,630 0.69 1142 1,630 0.70 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

学 科 
126 290 0.43 123 290 0.42 119 290 0.41 

初 等 教 育 学 科 495 380 1.30 496 380 1.31 512 400 1.28 

人 間 福 祉 学 科 194 380 0.51 151 380 0.40 144 360 0.40 

心 理 学 科 116 300 0.39 101 300 0.34 127 300 0.42 

人 間 栄 養 学 科 291 280 1.04 253 280 0.90 240 280 0.86 

広 島 文 教 女 子 大 学 

附 属 高 等 学 校 

528 540 0.98 520 540 0.96 467 540 0.86 

広 島 文 教 女 子 大 学 

附 属 幼 稚 園 

147 160 0.92 132 160 0.83 142 160 0.88 

計 1912 2,306 0.83 1787 2,306 0.77 1759 2,306 0.76 
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７．組織概要（平成 30 年 4 月 1 日現在） 

法人組織及び設置する各学校等の組織は、次のとおりです。 
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Ⅱ事業の概要 

                              

 1．認証評価               

     広島文教女子大学は、平成 24 年 10 月、公益財団法人日本高等教育評価機構による大

学機関別認証評価を受審し、平成 19 年に続いて「大学評価基準に適合している。」と平

成 25 年 3 月 12 日付けで認定されました。 

 

2．教育研究活動  

（１）広島文教女子大学 

  ① 大学ミッション 

     「わたしたちは、質の高い教育ときめ細かな支援で、学生一人ひとりの成長を後

押しし、社会に役立つ人材を育成します。」 

      ② 教育活動 

     今年度も堅実な教育活動を全学で展開しました。正課内での教育活動はもちろん

ですが、正課外においても、さまざまな取り組みが見られます。 

中でも、人間科学部グローバルコミュニケーション学科の学生の取り組みとして、

過去 2 か年連続で受賞対象となった国土交通省主催の「“水のめぐみ”とふれあう

水の里の旅コンテスト」には、今年度も応募しました。惜しくも受賞には至りませ

んでしたが、こうした教育活動の継続は、本学で行われるプロジェクト型学習が地

域課題の解決にも貢献しうる可能性を示しています。アクティブ・ラーニングによ

る学びの深化が、本学教育の中に着実に根付きつつあります。 

このような教育活動の充実を踏まえて、教育学部設置・教職課程認定及び男女共

学化に向けた教育課程の再編が行われたことが、今年度の最大のトピックです。昨

年来、文部科学省をはじめとする関係各所と調整を図り、計画の実現に向けて準備

を進めてきました。平成 30 年 4 月に設置届出を行い、その結果、6 月 29 日付で文

部科学省ホームページに受理が公表されました。また教育学部の教職課程について

は、10 月 16 日付で認定の通知がありました。 

これによって、教員・保育士を養成する教育学部での教育活動の充実と、人間科

学部各学科の教育活動のさらなる特色化、また男女共学化による新たな活動の展開

が期待されるところです。 

③ 研究活動 

     本学の研究活動の成果は、各種学術雑誌の形で公刊されています。「教職センタ

ー年報」「対人コミュニケーション研究」「人間福祉研究」「広島文教教育」「広島文

教食物栄養研究会誌」「広島文教女子大学研究紀要」「広島文教女子大学高等教育研

究」「広島文教女子大学心理学研究」「広島文教グローバル」「文教國文学」等の学

術雑誌には、学科を超えた研究活動の成果が掲載され、本学学生や教職員の研究成

果の一斑を広く社会に問うています。 
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また、平成 31 年度の教育学部設置に向けて、今年度から専任の全教員が「研究

上の目標シート」を作成し、計画的な研究活動の推進に取り組んでいます。 

 

（２）広島文教女子大学附属高等学校 

    ① 高等学校ミッション（目指す生徒像） 

「われわれは、さらなる教授力の確立に努め、凛としてさやかな知性溢れる生徒

を育成します。」 

② 教育方針 

  ア．建学の精神に基づいた心の教育の推進 

  知識と知恵に裏付けされたしなやかな知性をもち、グローバル社会で生き抜く

ことができる、誠実さにあふれた生徒を育成します。 

  イ．学力の向上と進路指導の充実 

  教員の更なる教授力の向上により、自らが学ぶことに価値を見出し、自学・自

習ができ、より高い目標に挑戦する生徒を育成します。 

  ウ．女性として自立できる教育の実践 

  さまざまな課題や状況に応じてスピーディかつ的確な判断のもとに、豊かなコ

ミュニケーション能力を備え、他者と協働する中で、解決策を見いだせる生徒

を育成します。 

③ 教育実践 

ア．育心育人教育の推進 

 ・広く社会に貢献する、良識やマナーの備わった品格のある人間性を育てるため 

に、学校行事や学校内外でのボランティア活動などにおいて、世代を超えた多く 

の他者と協働する機会を数多く設けた。 

・日常的な HR 指導や生徒会による定期的なあいさつ運動などによって、他者へ 

の「敬意」を念頭に置いた振る舞いができる生徒の育成に取り組んだ。 

イ．進路実現をめざす学力向上への取組み 

 ・「探求型」「課題解決型」授業、自ら進んで学習する力を身に付けることができ

る授業を創造するために、広島大学教育学部教授難波博孝教授のご指導の下、公

開研究授業を実施した。あわせて、「主体的・対話的で深い学びを支えることば

の力」と題する教員向けの講演会を実施していただき、来るべき大学入学共通テ

ストへの準備に取り組んだ。 

 ・難関国立大学や難関学部を目指している生徒や有名私立大学への進学にも対応

できる指導を充実させるために、「文教塾」と称する放課後補習や外部講師によ

る夏期講習会などを実施した。 

ウ．女性として自立できる教育の実践 

・１年生の実用英語検定・GTEC 全員受験や、語学学校と連携した少人数の英会

話授業を実施するなど、世界に通用する語学力を身に付ける「英語の文教」とし
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ての取組みを精力的に推進した。 

・生徒による iPad を活用したプレゼンテーションを学年単位で実施するなど、

情報化社会に対応できる資質・能力を身に付けることができる「ICT の文教」と

しての取組を加速させた。 

 ・創立以来の歴史と伝統を繋ぎながらも、新しい文化の創造をめざし、果敢に挑

戦する気概を持った学校にするために、JICA 特別講演会や GSC (グローバルサ

イエンスキャンパス)への参加など、世界的視野で物事を考える機会を積極的に

設けた。 

 

（３） 広島文教女子大学附属幼稚園 

①  幼稚園ミッション 

｢わたしたちは、モンテッソーリ教育により、園児の豊かな人生の礎となる最

高の教育を行います。｣ 

②  教育目標 

「心豊かで 社会性に富み 自立した子ども」を育てる 

③  教育方針 

建学の精神である「心を育て 人を育てる」を柱として、一人ひとりの園児へ  

の個別的な配慮のもと、「ひとりで できた」という体験を積み重ねることによ

り自立を促し、３つの心「やさしい心」「すこやかな心」「つよい心」を育んでい

ます。 

④ 教育実践 

ア．モンテッソーリ教育の保育実践 

クラスは満 3 歳児入園の実施により、年々少、年少、年中、年長の４年齢混

合編成です。見て学び、助け合う園生活の全ての場面においてモンテッソーリ

教育法を基盤として、自立と社会性を育てています。 

クラスでのチャレンジタイム（モンテッソーリ教具を用いた個別の自由選択

活動）を通して、選択力や集中力などを高めています。年齢別の分野（音楽・ 

体育・絵画制作）活動においては、発達段階にあわせたモンテッソーリ教育的 

な情操教育をしています。 

イ．ころころフレンズ（未就園児保育） 

入園前（２歳児）の親子を対象に、モンテッソーリ教育を基盤として幼児の自

立を援助する活動を行っています。 

ウ．なかよしキッズ（預かり保育） 

家庭的な雰囲気のもと、外遊びを十分取り入れた保育を行っています。 

エ．課外活動の充実 

保育後の活動としてサッカー教室、英語教室、書道教室を大学・附属高校の教

員、学生、生徒等により行い、また、体育教室を外部団体により実施していま
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す。 

 

３．国際交流  

（１）広島文教女子大学 

        今年度からの新たな取り組みとして、8 月 22 日～9 月 2 日の 12 日間、本学学生

6 名がベトナムのハノイで就業体験研修に参加しました。現地の日本語学校、IT 企

業、ホテルでそれぞれ研修に取り組みました。試験的な実施でしたが、今回の実施

状況を踏まえつつ、今後の海外での教育活動の拡大・推進を図りたいと考えていま

す。 

また、平成 28 年度から始まった新しい取り組みである「ＢＵＮＫＹＯ留学フェ

ア 2018」が、11月 26～28日の 3日間、本学の英語学習専用施設（BECC）の 1階で

実施され、全学生に向けての留学や国際交流に関する情報提供、外部海外留学奨学

金制度の紹介と利用促進および留学経験者から留学希望者への情報提供と学生間

ネットワークの構築が図られました。 

     

（２）広島文教女子大学附属高等学校 

         修学旅行の１コースとして、海外ホームステイコースを設定しており、平成 30

年度は 33 名がカナダのブリティッシュコロンビア州・ナナイモ市で語学研修とホ

ームステイ（約 16 日間）を経験しました。また、今年度は 6 名の生徒がカナダ・

ニュージーランド、イギリスに中期留学し、異文化に触れることで積極性が身に

付き、より広い視野で物事をとらえられるようになりました。 

また、カナダの生徒１名、タイの生徒 1 名を昨年度 8 月末から今年度 7 月末ま

での 1 年間受け入れました。スポーツ・カルチャークラスには、中国桂林から生

徒 1 名が入学するなど、異文化交流に積極的に取り組みました。 

       

４．地域連携 

（１）広島文教女子大学 

広島市の補助金事業である常設オープンスペース｢すずらんひろば高陽」の運営に

も引き続き取組み、地域のさまざまな団体と学生をつなぐことにより、子育て支援そ

の他のボランティア活動も積極的に展開できるよう環境整備に努めました。 

    また、今年度の特筆すべき取り組みとして、平成 31 年 1 月 11 日（金）には、学園

統括部プロジェクトとして始まった学生ボランティア活動活性化を図る取り組みの

一つとして「2018 学生ボランティア年間活動報告会」をラーニング・コモンズにて

開催し、5 団体 53 名の学生の取り組みが紹介されました。学生・教職員が聴衆とし

て参加し、高い意識の下で行われた実践報告をきっかけとして、積極的なコメント交

換が行われました。外部講師１２人を招いて体験を聴く「人生論」など、地域のキー

パーソンに来てもらい、一緒に学ぶ講座も例年どおり開催し、好評を博しています。 
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このほか、7 月の西日本豪雨災害に際しては、復旧ボランティア活動のほか、被災

された方への心理サポートや地元企業と連携して被災地区で炊き出しを行うなど、さ

まざまな活動が展開され、地域復興に実を挙げつつあります。 

さらに、広島市安佐北区役所との地域連携協力に関する協定に基づいて、12 月 20

日には本学教職員と同区役所との意見交換会を、また翌 21 日には同区役所と本学学

友会大学祭実行委員との区政車座談義を実施し、地域行政との繋がりも緊密になって

います。 

 

（２）広島文教女子大学附属高等学校 

     平成 30 年度も「ソシオ学校」（教育活動そのものが地域貢献となる活動）を、各ク

ラス・クラブ単位で実施しました。生徒を中心に活動内容を企画し、可部南社会福祉

協議会の御協力のもと「文教さくら祭り」を開催したり、学校周辺の美化清掃活動や

地域のお祭りやイベントでの手伝いを行うなどしました。また、茶会や演奏によるお

もてなし、可部地域の方々との「ふれあい料理教室」など、各クラス・クラブでさま

ざまな取組みを行いました。 

 

5. キャンパス整備 

（１）広島文教女子大学 

①  大学 1 号館新築 

平成 31 年 4 月の教育学部設置に向けて、その専用棟となる 1 号館を新築しまし

た。近年の教育改革の動向を踏まえた最新の設備と、本学伝統の堅実な学びを可視

化するためのガラス張りを基調とした開放性を備えています。この専用棟の機能を

最大限に活用し、人間科学部初等教育学科と同グローバルコミュニケーション学科

とが培ってきた教育実績を、教育学部教育学科が一層飛躍させることが期待されま

す。 

②  ＩＲ活動の展開 

      高等教育研究センター内に IR 部会を設置し、IR 活動の積極的な展開と充実を図

っています。 

平成 29 年度に、学生証を IC カードに切り換え、iPad を利用した出欠管理シス

テムについて非常勤講師を含めた全教員が使用することにしました。これにより、

学生の授業への出席状況の把握を容易にするとともに、出席状況をIR
 ※

活動に利用し

ています。 

  また、IR 部会が中心となって学生満足度調査・学修行動調査・学生生活に関す

るアンケート調査等を実施して、本学の教育活動や学生の学修行動の実態把握を進

めています。 

これらの調査・分析結果は、学科長会・高等教育研究センター運営委員会等の会

議体で報告・共有されるとともに、その概要は学内の研修会にも供され、今後の教
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育活動を進める上での基礎資料として活用されることが期待されます。 

※IR（institutional research）：高等教育機関レベルの計画立案や意思決定に有効なデ

ータの分析及び提供を行う組織的活動 

③ 基幹サーバーの更新 

ICT を活用した教育環境に維持に不可欠な基幹サーバーを平成 30 年 8 月に更新し

ました。 

 

  （２）広島文教女子大学附属高等学校 

     平成30年度の施設整備においては、2号館地下1階に第2職員室とスーパー選抜教

室を設置することで、生徒への個別指導や少人数授業に対応できる環境を整えまし

た。また、カウンセラー室を、より気密性の高い場に移設することで、生徒が相談

しやすい環境を構築しました。 

 

  （３）広島文教女子大学附属幼稚園 

   男性用トイレを増設し、大人用トイレを男女別化する環境改善をしました。 

玄関前駐車場と芋畑をアスファルト化し、安全、快適に使用できる駐車場に再整備

しました。 

      

６．キャリア形成と卒業生の進路・就職状況    

（１）広島文教女子大学 

平成 30年 3月卒業生で就職を希望する者の就職率は 99.6％でした。 

平成 30年 3月卒業の学年は、一昨年から採用選考開始時期が４年生の６月に繰

り下げられています。景気の回復傾向によって採用側の求人件数及び採用者数が

さらに高まる中、就職活動スケジュールの前倒しが益々顕著になりました。引続

きこれらの学生をとりまく就職環境にあわせて、今年度も次の就職支援と指導等

を行いました。 

① 小規模大学の強みを活かした個別支援 

一人ひとりに向き合う個別支援に重点を置き、きめ細かなサポートを徹底して

行いました。個別面談は 3・4年生の全員面談（前期/後期）の他、学年に関係な

くキャリア･コンサルティング等の個別支援が受けられる体制を整えています。 

② キャリアガイダンスの充実 

これまで行ってきた年間 10数回の就職ガイダンスに加え、業界・企業研究の 

一環として、研究全学年を対象とした「職場見学バスツアー」を新たに実施しま 

した。今回は、2 社の多大なるご理解とご協力のもと、3 年生 20 名をはじめ、業 

界研究に積極的な 2 年生 4 名及び 1 年生 3 名の計 27 名が参加しました。学生た 

ちの中には、航空業界や食品製造に興味をもち、具体的な研究を目的としていた 

者はもちろん、働くということはどんなことなのかという根源的な問いを持つ者 
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や業界に興味があったからといった動機をもった者まで、様々な思いをもつ学生 

が参加しました。 

③ スタッフの能力開発 

学生の支援・指導等にあたるスタッフの能力開発を継続しました。毎月の課内

研修に加えて各自が自己研鑽に励んだ結果、２名のうち、１名はメンタルヘルス

マネジメントⅢ種、もう 1名は労務管理 3級を取得しました。今後もこれまでに

取得した資格とを併せて、学生との面談の際に生かしてまいります。 

 

(２）広島文教女子大学附属高等学校 

本校では、志を高く持ち、その実現を目指して日々の学校生活に主体的に取り組

むよう指導を行っています。大学見学や模擬授業、附属幼稚園観察実習、一日看護

体験実習など、夢を現実に変えるための取組みを精力的に企画・実施しています。

センター試験・二次試験に対応できる学力を養成する放課後の「文教塾」や個別指

導、組織的な小論文・面接指導など、生徒の希望する進路の実現に向けてさまざま

な取組みを実施しました。 

本校の卒業生の進路は、次の表に示すようにほとんどが進学です。近年は国公立

大学・難関私立大学への進学希望・合格実績も増加しており、平成 30 年度は国公立

大学には 7 名が合格しました。難関私大への合格者数も着実に増えており、これま

での取組みが形として表れ始めています。広島文教大学への進学志望者も多く、約

18％が進学しています。 

 

平成３１年度入試 合格状況 
 

 
学校 学部 学科(コース) 合格者数 

国
公
立(

７
名) 

 広島大学  法  法 1 

 島根大学      生物資源  農林生産   2 

 県立広島大学   

 経営情報  経営     1 

 人間文化  国際文化   1 

 生命環境  生命科学 1 

 公立鳥取環境大学  環境    環境    1 

県
外
私
立
大
学(

２
１
名) 

 早稲田大     法            1 

 明治大      法     法律     1 

 法政大      法     法律     1 

 同志社大学    

 経済    経済     1 

 文     英文     1 

 法     法律     1 

 立命館大学     理工    数理科学   1 
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 順天堂大学     スポーツ  スポーツ科 1 

 中京大学      スポーツ   1 

 福岡大学      スポーツ  スポーツ科 1 

 京都女子大    文     英文     1 

 高千穂大     商     商      1 

 ヤマザキ動物大学  動物看護  動物看護 1 

 静岡産業大学    スポーツ  スポーツ経営 1 

 明治国際医療大学  看護    看護 1 

 大阪芸術大学    芸術    芸術計画   1 

 大阪体育大学    体育    スポーツ教育 1 

 帝塚山学院大学   リベラル  リベラルアーツ 1 

 岡山理科大学  理    
 化学     1 

 基礎理    1 

 徳山大学      経済    ビジ／ビジネ 1 

広
島
文
教(

３
２
名) 

 広島文教大学   

 教育    教育／初等教 7 

 人間科学 

 グローバルコ 6 

 人間福祉   10 

 心理     2 

 人間栄養   7 

 
 

 
 

 
 

 

県
内
私
立
大
学(

７
２
名) 

 エリザベト音楽大学  音楽    音楽文化    2 

 広島文化学園大学 
 学芸   

 子ども    4 

 音楽     2 

 看護    看護     5 

 比治山大学    
 現代文化 

 社会臨床心理 1 

 子ども発達 1 

 健康栄養  管理栄養   1 

 広島工業大学    

 工     環境土木工  4 

 環境    建築デザイン 1 

 情報    知的情報シス 1 

 広島修道大学  

 人文    英語英文   2 

 商    
 経営     1 

 商      2 

 経済科学 
 現代経済   1 

 経済情報   1 

 国際コミ  国際政治   1 

 人間環境  人間環境   2 
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 広島女学院大学  

 人文    国際英語 2 

 人間生活 
 生活デザイン 3 

 児童教育 1 

 日赤広島看護大学  看護    看護     1 

 広島都市学園大学 
 健康科学 

 看護     3 

 作業療法 1 

 子ども教育  子ども教育 1 

 安田女子大学  

 文    

 英語英米文  3 

 日本文 1 

 書道     1 

 心理   
 現代心理   2 

 ビジネス心理 1 

 看護    看護     1 

 家政   

 生活デザイン 4 

 管理栄養   1 

 造形デザイン 4 

 広島国際大学   

 医療経営  医療経営   2 

 薬     薬      1 

 看護    看護     3 

 総合リハ  リハビリ支援 2 

 医療栄養  医療栄養   2 

 
 

 

私
立
短
期
大
学(

１
４
名) 

 大阪国際大学  短期大  幼児保育   1 

 比治山大学  短期大 

 美術     2 

 幼児教育   2 

 総合生活デザ 1 

 広島文化学園短期大学   

 保育     1 

 食物栄養   2 

 コミュニティ 1 

 安田女子短期大学    保育     3 

 山陽女子短期大学           臨床検査   1 

専
門
学
校
・就
職(

３
９
名) 

 呉共済病院看護専門学校     1 

 広島市立看護専門学校    第一看護 2 

 岩国 YMCA 専門学校    保健看護 1 

 香川看護専門学校    第一看護 1 

 旭川荘厚生専門学院    看護 1 

 ﾘﾊﾋﾞﾘテーションカレッジ島根    言語聴覚 1 
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 広島医療保健専門学校    理学療法 1 

 朝日医療専門学校    鍼灸 1 

 大阪ハイテクノロジー専門学校    柔道整復スポーツ 1 

 広島デンタルアカデミー専門学校    歯科衛生士 2 

 日本航空専門学校    航空技術科 1 

 履正社医療スポーツ専門学校    スポーツ 1 

 ECC アーティスト美容専門学校    ヘアメイクアーティスト 1 

 大阪医療秘書福祉専門学校    薬アドバイザー科 1 

 大阪リゾート＆スポーツ専門学校    スポーツ保育科 1 

 インターナショナルエアアカデミー    留学コース 1 

 穴吹デザイン専門学校    グラフィックデザイン 1 

 広島美容専門学校    トータルビューティ-科 1 

 広島製菓専門学校    洋菓子 3 

 広島医療秘書こども専門学校    こども総合 1 

 広島 YMCA 専門学校    ホスピタリティ科 1 

 広島会計学院専門学校    会計 1 

 広島情報ビジネス専門学校    総合ビジネス科 4 

 広島外語専門学校 
   総合英語 1 

   米国留学 1 

 総合学園ヒューマンアカデミー    マンガカレッジ 1 

 広島アニマルケア専門学校    動物管理学科専攻科 1 

 文化服装学院   
 ファッション工科基礎

科 
1 

 広島県立農業技術大学校    園芸課程 1 

 エンゼルペットアカデミー    ペット科 1 

 代々木アニメーション学院     1 

 株式会社フランス屋     1 
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Ⅲ.財務の概要 （平成 30 年度決算状況） 

１．財産目録 

 財産目録（平成３１年３月３１日現在） 

Ⅰ資産総額  １２，３１５，８６０，４８４ 円 

内 基本財産  ９，２２５，７１０，１６２ 円 

  運用財産  ３，０９０，１５０，３２２ 円 

  収益事業用財産  － 円 

Ⅱ負債総額  ２，０６８，７７０，７９８ 円 

Ⅲ正味財産  １０，２４７，０８９，６８６ 円 

区  分  金  額  

資産額    

１基本財産    

      土地 １５１，２４８㎡ ２，７５７，１３１，６４０ 円 

      建物 ４８，１８５㎡ ４，７０５，５７０，０７２ 円 

      図書 ２５７，９４０冊 １，１２８，２５３，５１０ 円 

      教具・校具・備品 １８，４３０点 ２３４，７４０，８４０ 円 

      その他  ４００，０１４，１００ 円 

２運用財産    

      現金預金  ２，２０８，６９３，９７７ 

 

円 

      その他  ８８１，４５６，３４５ 円 

３収益事業用財産  － 円 

    

資産総額  １２，３１５，８６０，４８４ 円 

負債額    

１固定負債    

      長期借入金  １，１３９，７８５，０００ 円 

      退職給与引当金  ３７２，５９８，１８３ 円 

２流動負債    

      短期借入金  １０，０２０，０００ 円 

      未払金  １０，２３１，５７１ 円 

      前受金  ５１１，６６３，０００ 円 

      預り金  ２４，４７３，０４４ 円 

負債総額  ２，０６８，７７０，７９８ 円 

正味財産（資産総額－負債総額） １０，２４７，０８９，６８６ 円 
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２．貸借対照表 

  貸借対照表については、次表のとおりです。 
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３．収支計算書  

 （１）資金収支計算書 

資金収支計算書は、次表のとおりです。 
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（２）事業活動収支計算書 

事業活動収支計算書は、次表のとおりです。 
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